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⚫
法
人
理
念
に
基
づ
く

各
事
業
の
運
営
方
針

　
介
護
保
険
制
度
施
行
と
共
に
地
域
に

根
差
し
た
施
設
と
し
て
開
設
し
二
十
二

年
の
歳
月
が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
の
間

人
口
減
少
は
急
速
に
進
み
、
待
機
入
所

者
並
び
に
利
用
者
の
減
少
、
働
き
手
で

あ
る
職
員
の
減
少
に
よ
り
厳
し
い
環
境

に
置
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
地

域
課
題
を
抱
え
な
が
ら
、
終
息
の
糸
口

す
ら
見
い
だ
せ
な
い
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ

り
ま
す
が
、
安
全
性
の
高
い
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
地
域
の
負
託
に
応
え
て
ま
い

り
ま
す
。

（
１
）特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
ま
ゆ
り

　
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
で
あ
る
た
め

の
業
務
改
善
や
施
設
整
備
等
を
行
い
、

芸
北
地
域
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
拠
り
ど

こ
ろ
と
し
て
、
地
域
住
民
か
ら
期
待
さ

れ
る
施
設
経
営
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
２
）や
ま
ゆ
り
短
期
入
所
生
活
介
護

　
ご
利
用
者
や
ご
家
族
の
ニ
ー
ズ
に

添
っ
た
支
援
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
各
事

業
所
と
情
報
の
共
有
を
図
り
新
規
利
用

者
の
掘
り
起
こ
し
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
そ
の
中
で
ご
利
用
者
の
入
所
に
係

る
感
染
防
止
に
留
意
し
な
が
ら
受
け
入

れ
態
勢
を
整
え
て
ま
い
り
ま
す
。

（
３
）居
宅
介
護
支
援
事
業
所

　
地
域
で
暮
ら
す
ご
利
用
者
様
が
そ
の

人
ら
し
い
人
生
を
送
れ
る
よ
う
芸
北
拠

点
事
業
所
の
中
心
と
な
っ
て
質
の
高
い

在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指
し
ま

す
。
ま
た
地
域
住
民
や
多
職
種
と
の
連

携
を
通
じ
て
、
共
に
支
え
あ
え
る
地
域

づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　
昨
年
度
に
続
き
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
や
災
害
等
に
つ
い
て
も
継
続
し
て

対
策
の
強
化
を
行
い
な
が
ら
、
ど
の
よ

う
な
状
況
下
で
も
業
務
遂
行
が
行
え
る

環
境
整
備
や
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。
ケ
ア
マ
ネ
マ
イ
ス
タ
ー
の
負
託
に

応
え
る
た
め
地
域
単
位
ま
た
は
県
域
に

お
け
る
介
護
支
援
専
門
員
の
質
の
向
上

に
向
け
た
活
動
に
も
対
応
し
て
ま
い
り

ま
す
。

（
４
）デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
仙
水
園

　
今
年
度
も
感
染
予
防
対
策
を
徹
底
し

な
が
ら
ご
利
用
者
が
不
安
な
く
利
用
で

き
る
環
境
づ
く
り
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
地
域
の
高
齢
化
に
伴
い
利

用
率
が
低
下
し
て
い
る
現
状
を
踏
ま

え
、
縮
小
し
た
事
業
形
態
の
中
で
も
、

ご
利
用
者
が
慣
れ
親
し
ん
だ
地
域
で
安

心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
各
事
業
所

や
地
域
内
の
関
係
機
関
と
連
携
を
取
り

な
が
ら
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
寄
り
添
っ
た

支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
５
）�ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ス
マ
イ

リ
ー

　
経
営
譲
渡
を
受
け
二
年
が
経
過
し
ま

し
た
。
令
和
三
年
度
に
は
安
芸
太
田
町

に
も
営
業
地
域
を
拡
大
し
、芸
北
地
域・

安
芸
太
田
地
域
の
ご
利
用
者
の
在
宅
生

活
を
支
え
て
き
ま
し
た
。
訪
問
介
護
員

体
制
を
早
期
に
整
え
、
新
規
の
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
と
同
時
に
、
看
取
り
ケ
ア

も
重
視
し
支
え
て
い
け
る
よ
う
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
法
人
内
の
居
宅
介
護
支

援
事
業
所
と
共
に
、
訪
問
系
サ
ー
ビ
ス

に
お
け
る
虐
待
防
止
・
災
害
対
策
・
感

染
症
対
策
等
の
研
修
に
取
り
組
み
資
質

向
上
に
努
め
ま
す
。
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
作
成
に

つ
い
て
も
、
共
同
し
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

（
６
）グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
松
籟
荘

　
ご
利
用
者
の
重
度
化
に
伴
い
、
医
療

と
の
連
携
を
は
じ
め
ご
家
族
の
意
向
を

尊
重
し
日
々
の
健
康
管
理
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
等
に
配
慮
し
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
面
会
や

窓
越
し
面
会
等
、
感
染
予
防
対
策
を
講

じ
な
が
ら
ご
家
族
と
の
大
切
な
時
間
が

過
ご
せ
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す
。

（
７
）障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
さ
あ
く
る

　
北
広
島
町
に
お
い
て
障
害
者
手
帳
を

お
持
ち
の
方
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す

が
、
当
事
業
所
の
利
用
者
は
減
少
し
て

い
ま
す
。
障
害
を
お
持
ち
の
方
が
安
心

し
て
在
宅
で
生
活
が
送
れ
る
た
め
の
受

け
皿
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図

り
、
利
用
者
増
に
繋
げ
ま
す
。
多
種
多

様
な
生
活
課
題
・
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

に
は
職
員
個
々
の
資
質
の
向
上
が
必
須

で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
研
修
や
資
格
取

得
の
た
め
の
機
会
の
提
供
を
積
極
的
に

行
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
も
安
心
安
全

に
運
営
で
き
る
よ
う
に
、
運
営
体
制
の

強
化
・
見
直
し
を
行
い
ま
す
。
ま
た
芸

北
拠
点
の
事
業
所
再
編
の
中
で
、
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
在
り
方
も
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。

（
８
）�地
域
公
益
事
業
（
配
食
サ
ー
ビ
ス

事
業
：
げ
い
ほ
く
弁
当
）

　
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
は
、
民
間
事
業

者
の
撤
退
を
受
け
、
昨
年
十
月
か
ら
当

法
人
が
担
い
ま
し
た
。「
食
の
確
保
」

は
こ
の
中
山
間
地
域
に
お
い
て
死
活
問

題
で
あ
り
、
法
人
の
最
重
要
課
題
と
位

置
づ
け
、
芸
北
地
域
住
民
の
生
活
基
盤

を
支
え
て
ま
い
り
ま
す
。

（
９
）受
託
事
業
（
生
活
支
援
ハ
ウ
ス
）

　
北
広
島
町
か
ら
委
託
を
受
け
、
仙
水

園
に
併
設
し
８
部
屋
を
運
営
。
独
居
に

不
安
の
あ
る
方
や
、
冬
季
間
の
生
活
を

担
保
す
る
た
め
有
効
に
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
建
物
の
老
朽
化
や
安
全
対
策
に

課
題
が
あ
り
、
他
の
事
業
所
と
併
せ
て

移
転
等
も
今
後
の
課
題
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

令
和
四
年
度
事
業
の
基
本
方
針

一
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
（
内
部
統
治
）

二
、
健
全
な
財
務
規
律
の
確
立

三
、�

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
強
化�

（
法
令
遵
守
）

四
、
人
材
確
保

五
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
へ
の
対
応

六
、�

人
権
の
尊
重
と
サ
ー
ビ
ス
の
向

上

七
、
労
働
環
境
の
整
備

八
、
事
業
再
編
に
係
る
取
り
組
み
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職
員
名
簿
（
芸
北
地
域
事
業
所
）　
※
令
和
四
年
四
月
一
日
現
在

ご
寄
付
の
御
礼

○
金
一
封

北
広
島
町　
石
田　
善
隆　
様

北
広
島
町　
上
田　
清
治　
様

北
広
島
町　
中
原
一
二
美　
様

北
広
島
町　
坂
井
フ
ミ
エ　
様

広 

島 

市　
芦
田　
光
友　
様

北
広
島
町　
河
野　
誠
八　
様

北
広
島
町　
近
藤　
正
英　
様

北
広
島
町　
長
廣
多
美
子　
様

北
広
島
町　
岡
本　
宗
悟　
様

北
広
島
町　
金
山　
千
苗　
様

○
物
　
品

広 

島 

市　
河
野　
弥
生　
様

（
令
和
四
年
一
月
～
三
月
分
）

　
こ
の
他
に
も
た
く
さ
ん
の
ご
寄
付
や

物
品
を
頂
戴
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
合

わ
せ
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

■
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
ま
ゆ
り 

　
や
ま
ゆ
り
短
期
入
所
事
業
所

施
設
長
　
横
畠
　
正
昭

副
施
設
長
兼
生
活
相
談
員
　
宮
崎
千
鶴
代

介
護
士

前
田
　
将
志
　
　
中
澗
　
弘
恵
　
　
高
田
　
　
治

奥
原
　
由
美
　
　
本
田
　
律
子
　
　
今
田
　
康
子

山
元
　
香
織
　
　
𨩱
津
　
彰
子
　
　
屋
敷
百
合
子

高
野
　
典
子
　
　
上
迫
　
君
子
　
　
上
田
　
幸
子

佐
々
木
明
美
　
　
向
田
は
る
み
　
　
伊
屋
ヶ
迫
緑

酒
井
マ
リ
サ
ペ
シ
ガ
ン
　
　
　
　
　
横
畑
　
典
子

事
務
・
庶
務

西
田
　
裕
紀
　
　
後
藤
　
禎
子
　
　
松
本
康
太
郎

掛
　
　
静
子

看
護
師

西
田
　
奈
美
　
　
高
田
佳
奈
美
　
　
東
條
　
宏
子

管
理
栄
養
士

泉
　
亜
希
子

調
理
師

栗
栖
　
正
文
　
　
坂
本
　
信
子
　
　
下
手
万
里
子

舛
田
　
廸
子
　
　
近
藤
小
百
合

■
や
ま
ゆ
り
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

管
理
者
　
中
束
奈
津
紀

介
護
支
援
専
門
員
　
柏
原
　
美
穂

■
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ス
マ
イ
リ
ー

管
理
者
　
栗
栖
　
真
美

介
護
士

丸
川
　
由
未
　
　
増
谷
　
清
美
　
　
河
野
か
お
り

小
川
美
寿
恵
　
　
齋
藤
美
佐
子
　
　
長
本
　
千
代

吉
川
　
愛
子

■
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
仙
水
園

管
理
者
　
堀
田
　
早
苗

介
護
士

菅
原
　
真
弓
　
　
岩
本
恵
理
加
　
　
徳
永
　
妙
子

山
元
　
葉
子
　
　
齋
藤
　
由
里
　
　
俵
屋
喜
多
子

看
護
師

高
野
さ
ち
子
　
　
岩
城
　
栄
美

調
理
師

田
中
　
優
璃
　
　
堀
田
　
淳
子

事
務
職

岡
本
　
正
恵

送
迎
運
転
手

舛
田
　
道
孝
　
　
安
達
　
富
幸
　
　
小
川
　
芳
男

■
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
松
籟
荘

管
理
者
　
藤
本
　
浩
司

介
護
士

太
田
　
洋
二
　
　
沖
田
　
真
理
　
　
仁
井
山
あ
け
み

国
政
　
明
美
　
　
原
田
登
喜
恵
　
　
河
野
よ
し
子

岡
嵜
　
増
代
　
　
今
田
　
昌
子
　
　
永
井
　
清
子

檜
谷
ト
シ
エ
　
　
宮
本
す
ま
子
　
　
小
川
　
秀
子

■
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
さ
あ
く
る

管
理
者
　
大
麻
三
千
之

看
護
師
　
沖
野
千
津
美

支
援
員
　
尼
子
　
隆
子
　
　
冨
長
　
　
梢
　
　
的
場
　
里
美

河
下
　
美
恵
　
　
波
出
本
知
子
　
　
三
浦
　
典
子

長
本
　
千
代

送
迎
運
転
手

田
中
　
真
次
　
　
舛
田
　
道
孝
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「松籟荘」こんな事がありました!!

「仙水園」こんな事がありました!!

「さあくる」こんな事がありました!!

『エッグキャンドル』づくり
玉子の殻に自分の好きな色のロウを流し込み、

最後に殻をむいて出来上がり！

12月クリスマス会
花田舞太郎が参加してくれました

１月みんなで
作成しました
とても豪華です！

２月お茶会
抹茶と饅頭で
いつもと違う
おやつタイム

１月書初め

２月節分
鬼は外　福は内

３月ひな祭り

完成！


